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【手続補正書】
【提出日】平成29年1月16日(2017.1.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　それぞれｘ軸とｙ軸とに対応するブロック軸と通過軸とを有する反射型偏光子であって
、
　空気に露出され、それ故ブリュースター角反射極小を呈する第１及び第２の相対する主
表面であって、両主表面はｘ軸とｙ軸とにそれ自身垂直であるｚ軸に垂直に配置され、ｚ
軸とｙ軸とはｙ－ｚ面を形成する、第１及び第２の相対する主表面と、
　両主表面間に配置され、それぞれΔｎｘ、Δｎｙ、及びΔｎｚのｘ軸、ｙ軸、及びｚ軸
に沿った屈折率差を呈する隣接ミクロ層の複数の対に配列されたミクロ層の積層体であっ
て、Δｎｘ＞Δｎｙ＞０＞Δｎｚであり、該積層体は総数Ｎのミクロ層を有する、ミクロ
層の積層体と、
　を具備し、
　数Ｎと屈折率差Δｎｘは、偏光子がｘ軸に沿って偏光した法線入射光に対して高い反射
率を有するように選択され、前記高い反射率はＲblocknormalと呼称され、Ｒblocknormal
は少なくとも８０％であり、
　数Ｎと屈折率差Δｎｙは、偏光子がｙ軸に沿って偏光した法線入射光に対して低い反射
率を有するように選択され、前記低い反射率はＲpassnormalと呼称され、Ｒpassnormalは
２５％以下であり、
　Ｒpassincは、総数Ｎ及び屈折率差Δｎｙのミクロ層の積層体と、総数Ｎ及びｙ軸に沿
った屈折率差０のミクロ層の積層体との間のＲpassnormalにおける差であり、
　Ｒblockincは、総数Ｎ及び屈折率差Δｎｘを有するミクロ層の積層体と、総数Ｎ及びｙ
軸に沿った屈折率差Δｎｘ－Δｎｙを有するミクロ層の積層体との間のＲblocknormalに
おける差であり、
　数ＮはＲblockincがＲpassincの少なくとも半分であるように選択され、
　Ｒpassnormal、Ｒpassinc、Ｒblocknormal、及びＲblockincは全て同じ波長範囲にわた
っての平均である、
　反射型偏光子。
【請求項２】
　接着剤により前記偏光子に取り付けられた機械的に補強性の基板を更に含み、前記補強
性の基板は光の拡散又はコリメーションをもたらす構造化表面を有する、請求項１に記載



(2) JP 2017-4010 A5 2017.2.16

の偏光子。
【請求項３】
　前記Ｒpassnormalが、前記主表面の組み合わされた法線入射反射率より少なくとも２％
大きい、請求項１に記載の偏光子。
【請求項４】
　前記ミクロ層の少なくとも一部がポリエチレンナフタレート又はそのコポリマーを含み
、前記Ｎが２７５～３２５の範囲にある、請求項１に記載の偏光子。
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